
若宮商業高校企画実施計画書 

                  
 
１企画提案概要 

高校生レベルになると親子の会話や接点が少なく、協働の場は皆無となる。 
このような環境に「ページ作り」「他の家庭との交流」「クラスとの交流」をインターネ

ットを通して実現すれば、なによりも「時間の共有」が可能となる。 
・学校とクラスと家庭の連携のもと「共同作品」作る楽しみ 
・ 同じ世代を生きる親同士の情報交換の喜び 
・ クラス担任と親との交流の喜び 
「切れる１０代」が問題となりつつある今、インターネットという新しいメディアでか

れらの居場所である「家庭」「学校」「教室」をつなぎ、協働作業を学校の授業に連動させ

て保証することによって、コミュニケーションの蘇生を促す。 

 
２ 企画のねらい 
・背景  
 本校では８年間のインターネット利用により、本校の環境、生徒のリテラシーも高まっ

てきた。自宅でもパソコンを購入し親子でメールアカウントをそれぞれに持ち、インター

ネットの利用が増えている。 
しかしながら、家でホームページを作ることなどかなりの力量が必要とされ、実際ペー

ジをもっている家庭はほとんどない。 
また、高校生レベルになると親子の会話や接点が少なく、協働の場は皆無となる。 
このような環境に「ページ作り」「他の家庭との交流」「クラスとの交流」をインターネ

ットを通して実現すれば、なによりも「時間の共有」が可能となる。 
次の様な喜びが３者に与えられる。 
・学校とクラスと家庭の連携のもと「共同作品」作る楽しみ 
・ 同じ世代を生きる親同士の情報交換の喜び 
・ クラス担任と親との交流の喜び 

 
・企画実践の必要性、新規性、汎用性、波及効果 

家庭との連携の下、子どもを育てていこうとする願いは誰もが持つものの、実際にその

ような場は高校では提供されていない。 

 
新規性 
「切れる１０代」が問題となりつつある今、インターネットという新しいメディアで

かれらの居場所である「家庭」「学校」「教室」をつなぎ、協働作業を学校の授業に連動

させて保証することによって、コミュニケーションの蘇生を促す。 
汎用性 
これから４万校の学校がインターネットにつながれて行くが、その「家庭」へのつな

がりは今のところ考慮されていない。 
すべての国民にインターネットリテラシをという「ミレニアムプロジェクト」の先行



プロジェクトと手取り組み、その成果を web で公開していく。 
高校生ともなると個人写真など、公開に対する規制は小さく取り組む対象としては適し

ている。 

 
波及効果 
 総合学習の中のテーマとして取り組めるよう、その手順、フォーマットなど公開をし

ていく。 

 

スケジュール        

         

6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 

                  

生徒ホームページ作成と更新              

  

I-mode 版

作成 

 

               

  

親からのコ

メント               

              

  

国際会議参加  

家族について研究協

議   

学校祭についての 

ページつくり   まとめ   

                

                  

 


